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 昨年12月21日に、人形峠環境技術センターの事

業計画案である「ウランと環境研究プラットフォー

ム」構想を公表することができました。 

 1955年11月12日に、日本で初めてウラン鉱床の

露頭が人形峠で発見されたことに始まり、2001年3

月のウラン濃縮原型プラント運転終了までの間、当

センターでは、ウラン探鉱から製煉転換及び濃縮ま

での、いわゆる核燃料サイクルのフロントエンドの

研究開発を、地域の皆様のご理解とご協力を得て

実施してきました。これらの成果は青森県六ケ所村

にある日本原燃㈱のウラン濃縮工場等に引き継が

れ、日本の核燃料サイクル確立に貢献してきまし

た。 

 

 その後は、フロントエンドの研究開発に代って、鉱

山施設の閉山措置、製錬転換施設の設備解体、

ウラン濃縮施設の機器等の内部に滞留しているウ

ラン回収及び資源再利用のための遠心機の除染・

クリアランスなどのバックエンドの研究開発を進め

てきました。 

 そして、新たな方向性として、60年超、ウランにま

つわる研究開発を通じて当センターに蓄積された

技術や人材を活用するとともに、大学、民間企業

等にも参加して頂き、さらには、当センターの立地

環境や設備を生かした、ウランと環境をテーマとし

た研究を共同で推進するプラットフォーム構想を企

画立案し公表しました。 

 

 プラットフォーム構想では、2017年度から、ウラン

と環境をテーマとした研究として、以下の2つの研

究から開始することを計画しています。 

①環境研究：地表や浅い地中でウラン等がどのよ

うに移動しているのかを研究します。 

②ウラン廃棄物工学研究：ウラン廃棄物を安全で

合理的に処分するために必要な処理技術を研究し

ます。 

 

 当センターでは、これまで約半世紀の永きにわた

り、地域の皆様に温かく見守っていただきながら事

業を進めてまいりました。今後とも、地域の皆様に

信頼していただけるように、安全確保に最善の注

意を払いながら、情報公開に努め透明性を確保し

つつ、産・官・学・民の知を結集することで、世界に

発信できる成果を創造してまいります。 

 「ウランと環境研究プラットフォーム」に関心をお

持ちの皆様、お気軽に人形峠環境技術センターに

お問い合わせください。 

 

人形峠環境技術センター 

   所長  竹中 信吾 



2 広報紙 にんぎょうとうげ 

人形峠環境技術センターは、平成13年（2001年）3月までに主たる施設は運転が終了し、現在

は、施設の廃止措置のために、施設内の設備等の中に付着しているウランの除去や設備の解体等

に必要な研究開発を実施しています。一方で、施設の老朽化が進んでいるため、より安全な状態

にしていくために不要な設備は解体を確実に進めること、廃止措置をさらに進めるためにはウラ

ンが付着した解体物を安全に処理・処分するための研究開発が必要になっています。 

このため、人形峠環境技術センターでは、平成28年12月21日、今後の事業計画案として、「ウ

ランと環境研究プラットフォーム」構想を公表しました。この構想は、自ら行っている施設の廃

止措置研究をさらに進めるとともに、研究開発を行う場として人形峠環境技術センター周辺の自

然環境と研究施設を大学や民間企業等に活用していただくための仕組みです。 

もちろん、これらの課題に取り組むにあたっては、放射線（能）に関する新たな環境負荷が生じ

ないことや、一般安全を含めた安全管理を徹底して行います。 

そして、これらの研究開発活動を通じて、地域の活性化や雇用創出、学術・工学分野での地域、

国際貢献を目指していく考えです。 

「ウランと環境研究プラットフォーム」構想の推進にあたっては、これまで以上に情報を公開す

ること、地域の皆さまからご意見を聞く機会を設けるなど、地域住民の皆様からの信頼や事業の透

明性を図りながら取り組んでいきたいと考えています。ご不明なことがありましたら、お気軽にお

問い合わせください。皆さまのご理解ご協力をお願いいたします。（環境研究実証試験準備室 ） 

人形峠環境技術センターの施設の廃止措置工程 
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